
法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
低
炭
素

建
築
物
又
は
同
号
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
に
該
当

す
る
家
屋

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
六
万
八
千
三
百

円

法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
三
万
八
百
円

法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
長

期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋

床
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
五
万
三
百
円

（
新
設
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
六
項

















に

規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
に
掲
げ









る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
工
事
と
す
る

















。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
九
項


























に

規
定
す
る
国
土

交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は

模
様
替
を
次
の
よ
う
に
定
め
る










。

（
削
る
）

１



令
第
26条
の
28の
５
第
19項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の












































使
用
の
合
理
化
に
資
す
る
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様
替
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
工
事













































と
す
る
。







一
・
二
（
略
）

一
・
二
（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
八
項


















に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
子
育
て
に
係
る
特
例
対
象
個
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様

替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
と
す
る
。

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
二
十
七
項


















に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣

と
協
議
し
て
定
め
る
子
育
て
に
係
る
特
例
対
象
個
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
増
築
、
改
築
、
修
繕
又
は
模
様

替
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事
と
す
る
。

一
～
六
（
略
）

一
～
六
（
略
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

個
人
が
、
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
住
宅
等
の
新
築
又
は
認
定
住
宅
等
で
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
同
項
に
規
定
す
る
取
得
を
し
て
、
こ
れ
ら
の
認
定
住
宅
等
を
令
和
九
年
一

月
一
日
前
に
同
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
八
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
七
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
九
十
九
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之


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